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2026 年 5 月 8 日更新 

第 57 回防府読売マラソン大会 募集要項 
MGC シリーズ 2026-27（男子 G1/女子 G3） 

兼 北京 2027 世界陸上競技選手権大会 日本代表選手選考競技会（男子） 
兼 ロサンゼルス 2028 オリンピック競技大会 日本代表選手選考競技会（男子） 

 
1. 主  催 中国陸上競技協会、山口陸上競技協会、山口県、山口県スポーツ協会、防府市、 

読売新聞社、KRY 山口放送 
2. 後  援 日本陸上競技連盟、防府市スポーツ協会、防府市教育委員会、 

スポーツ報知西部本社 
3. 主  管 山口陸上競技協会、防府市陸上競技協会 
4. 支  援 陸上自衛隊第 17 普通科連隊、航空自衛隊第 12 飛行教育団、航空自衛隊航空教育

隊、陸上自衛隊第 13 飛行隊、防府医師会、防府交通安全協会、防府スカウト協議
会、防府観光コンベンション協会、防府市自治会連合会、防府市スポーツ推進委員
連絡協議会（予定） 

5. 協  賛 未定 
6. 期  日 2026 年 12 月 6 日（日）10 時 40 分スタート 
7. コ ー ス 防府読売マラソンコース 

【日本陸上競技連盟・ワールドアスレティックス／AIMS 公認コース】42.195 ㎞ 
ダイキョーニシカワスクエア ソルトアリーナ防府前県道～防府市大字田島折り返し～ 

ダイキョーニシカワスクエア 陸上競技場 
※ マラソンの他に 15 ㎞、20 ㎞、ハーフ、25 ㎞、30 ㎞の記録が公認される。ただし、完走

した競技者が対象。 

8. 放  送 KRY 山口放送によりテレビ・ラジオ中継を実施する。 
9. カテゴリー （1）一般（男子・女子） 

（2）エリート（男子・女子） 
（3）IPC 登録（男子・女子） 

10. 競技時間 4 時間（10 時 40 分から 14 時 40 分まで） 
（1） 次のとおり関門通過時間規制を実施する。（号砲を基準とする）各関門閉  

鎖時刻に関門に到達していない競技者は競技を継続する権利を失う。係員
の指示により競技を中止し、収容車に乗車すること。 

 

関門 距離 場所 経過時間 閉鎖時間 

第 1 関門 7.7ｋｍ ソルトアリーナ西交差点 0 時間 44 分 11 時 24 分 

第 2 関門 17.1ｋｍ ソルトアリーナ西交差点 1 時間 38 分 12 時 18 分 

第 3 関門 22.5ｋｍ 防府市役所前交差点 2 時間 09 分 12 時 49 分 

第 4 関門 折り返し 田島交差点南 2 時間 48 分 13 時 28 分 

第 5 関門 35.0ｋｍ 開出交差点西 3 時間 20 分 14 時 00 分 

第 6 関門 41.8ｋｍ グロリアスゲート 4 時間 00 分 14 時 40 分 
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（2） 関門以外においても、著しく遅れて交通警備上支障があると判断した場合
は、係員の指示により競技を中止し、収容車に乗車すること。 

11. 参加資格 以下の条件を満たす者で、主催者が出場を認めた競技者。 
（1） 一般（男子・女子）：3,000 人 ※山口県民枠 400 人含む 

①  大会当日満 19 歳以上 
②  2022 年 12 月 1 日以降、申込期日までに国内外の公認競技会で大会が定め

る基準以内の記録を出した競技者 ※ 記録はネットタイムも可 
マラソン 4 時間 00 分 00 秒以内 
ハーフマラソン 1 時間 33 分 00 秒以内 ※要記録証提出 

③  2026 年度日本陸上競技連盟登録競技者および日本陸上競技連盟未登録者 
 （2） 山口県民枠：400 人・幸せます防府枠：定員なし・ふるさと納税枠：400 人 

上記①②③に続き下記資格も要する。 
1） 山口県民枠：山口県に住民登録がある競技者 
2） 幸せます防府枠：防府市に住民登録がある競技者 
3） ふるさと納税枠： 

防府市に本大会の出走権付きのふるさと納税を行った者で、防府市に住民登
録がない競技者 

 （3） IPC 登録 
視覚に障がいのある者で、2026 シーズン IPC（国際パラリンピック委員会）登
録競技者。 

12. 競技規則 （1） 最新のワールドアスレティックス（World Athletics：WA）ならびに日本陸
上競技連盟規則および本大会規定による。なお、本大会は、WA が認定する
エリートラベル大会であり、WA Road Race Label Regulations（WA ロード
レースラベリング規定）及び WA Advertising Regulations（WA 広告規定）
も適用される。また、WA の規則により、ドーピング検査を実施する。 

（2） IPC 登録については、IPC（国際パラリンピック委員会）陸上競技規則およ
び本大会規定による。 

13. 募集人員 3,500 人 
（1）一般：3,000 人（山口県民枠 400 人含む） 
（2）ふるさと納税枠：400 人 
（3）エリート男子・女子、幸せます防府枠、IPC 登録：定員なし 

14. 参 加 料 13,000 円 
15. 申込方法 （1） パソコンまたはスマートフォンを利用のうえ、以下の方法で申し込み、各カ

テゴリーの締切日までに入金すること。 
① 一般（男子・女子・山口県民枠・幸せます防府枠・IPC 登録） 

期  間：2026 年 6 月 22 日（月）～7 月 6 日（月） 
抽選発表：2026 年 8 月 17 日（月） 
入金締切日：2026 年 8 月 25 日（火） 
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方  法：1）RUNTES からエントリー。 
2）利用規約に従いマイページから記録証のデータを 7 月 6 日（月）

までにアップロード。 
② 一般（ふるさと納税枠） 

期  間：2026 年 6 月 22 日（月）～7 月 10 日（金） 
入金締切日：2026 年 8 月 25 日（火） 
方  法：1）ふるさとチョイスからふるさと納税を行う。 

2）大会事務局から送付される RUNNET の専用サイトから利用規
約に従い、記録証のデータを添付し、7 月 10 日（金）までに
RUNNET マイページから申し込む。 

（2） 記録証 
① 記録証（申込みの際に記入または入力された大会のものに限る）のデータを、

各申込締切日までに RUNNET マイページから提出すること。記録は 2022
年 12 月 1 日以降の国内外の公認競技会の記録（ネットタイム可）が対象と
なる。 

② 本大会（53 回～56 回）の記録で参加申込をする競技者は、事務局が記録確
認を行うので記録証の提出は不要。 

③ 記録の記載欄に正確な大会名と開催日、記録を記入または入力すること。 
④ 事務局が入金を確認後、エントリー完了とする。エントリー完了者は大会ホ

ームページに掲載する。 
⑤ 各入金締切日までに入金がない場合、参加申込は取り消される。締切日以降

の入金に対する返金対応はしない。 
16. 申込期間 募集要項記載のとおり 

※ 参加申込区分により申込期間は異なる。 
※ 定員を超えた場合は抽選とする。 

17. 表  彰 （1）一般 男子 1 位～8 位、女子 1 位～3 位 
① 男女の優勝者には優勝杯、男子の優秀新人には濱村杯・貞永杯を贈る。 
② 山口県内の参加者のうち最上位の選手（男子・女子）を表彰する。 

③ 男子の 40 歳代、50 歳代、60 歳代以上の各年代別選手の上位 3 人を表彰す
る。 

④ 海外の優秀選手に国際親善神徳賞を贈る。 
⑤ 招待選手で顕著な成績を収めた選手に敢闘賞を贈る。 

（2）IPC 登録 男子・女子 各 1 位 
18. 選手受付 （1） 日時：2026 年 12 月 6 日（日）7 時 30 分～10 時 00 分 

・会場備え付けの QR コード読み取り機にて、参加案内に記載された受付
QR コードの読み取りを行うこと。 

・大会 2 週間前を目途に「参加案内」「アスリートビブス」「計測用リグ」等
を送付する。 
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（2） 会場：ダイキョーニシカワスクエア ソルトアリーナ防府 
・シャトルバスの運行については大会公式ホームページにて別途通知する。 

19. 個人情報の 

取り扱い 

（1） 主催者及び日本陸上競技連盟は個人情報の重要性を認識し、個人情報の保
護に関する法律及び関連法令等を遵守し、主催者の個人情報保護方針に基
づき、個人情報を取り扱う。大会参加者へのサービス向上を目的とし、参加
案内、記録通知、関連情報の通知、医療救護、次回大会の案内、大会協賛・
協力・関係団体からのサービス提供、記録発表（ランキング等）に利用する。
また、主催者及び日本陸上競技連盟もしくは委託先からの申込内容に関す
る確認連絡をすることがある。 

（2） 大会の映像・写真・記事・個人記録等は、主催者、共催者、日本陸連及び主
催者、共催者、日本陸連が承認した第三者が大会運営及び宣伝等の目的で、
大会プログラム・ポスター等の宣伝材料、グッズ制作、テレビ・ラジオ・新
聞・雑誌・インターネット等の媒体に掲載することがある。 

20. 大会開催の可否 （1） 大会中止の基準 
① 行政機関から本大会の開催中止要請が発せられた場合。 
② 自然災害の発生等により安全な大会運営が困難となった場合。  

21. そ の 他 （1） 参加にあたっては、本大会要項並びに各種規約（「大会規約」、「競技規約」
及び「エントリー規約」等）を確認し、同意のこと。 

（2） 本大会は、国内の関連するすべての法令を遵守し実施する。 
（3） 大会出場中の映像・写真、記事、記録等のテレビ、新聞、雑誌、インターネ

ット等への掲載権は主催者に属するものとする。 
22. 大会事務局 防府読売マラソン大会事務局 

〒747-8501 山口県防府市寿町 7-1 
TEL：0835-25-2274／FAX：0835-25-5578／E-mail：sports@city.hofu.yamaguchi.jp 

 
【大会規約】 

大会規約は、第 57 回防府読売マラソン大会の申込者及び参加するランナーが遵守すべき事項を定め
たものである。 
 
1. 本大会は国内の関連するすべての法律を遵守し、実施されるものとする。 
2. 主催者は大会規約の他、競技規則、競技規約、エントリー規約に則って大会を開催する。 
3. 主催者に故意または重大な過失がある場合を除き、下記の事項において一切の責任を負わない。 

（1） 疾病、疫病及びその他の事故（応急対応を除く） 
（2） 紛失及び毀損 
（3） 公共交通機関及び道路事情等による遅刻 

4. 主催者は大会を安全に実施するため、競技エリアにおいて規制を行う。 
5. 主催者の指示に従うこと。従わないランナーは出場・競技を中止させるものとする。 
6. 本大会は日本陸上競技連盟/公認コース、ワールドアスレティックス/認証コースを使用して行われ

る。参加者自身の GPS 距離計測等による異議は一切認めない。 

mailto:sports@city.hofu.yamaguchi.jp
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また、計測ポイントの不通過（一部または全部の計測記録を取得出来ていない状況を含む）及びコ
ースショートカットが判明した場合は、失格となる場合がある。 

7. 記録を取得するために万全を期しているが、様々な外部・環境要因に影響されることがあり、100％
の記録取得を保証するものではない。 

8. 交通・警備、競技運営上、関門閉鎖時刻を設ける。各関門において指定された時刻までに通過でき
なかったランナーは競技を中止すること。また、関門以外においても著しく遅れている場合は、審
判員の判断により競技を中止させるものとする。 

9. 大会中のランナーの容ぼうが含まれる映像・写真・記事・記録・位置情報・ランナーの氏名、年齢、
住所(国名、都道府県名または区市町村名)等のテレビ・新聞・雑誌・インターネット等への掲載権
及び管理権は主催者に属する。主催者は、これらの情報を、防府読売マラソンの共催者、主管者、
運営協力者、後援者、協賛社のほか、各種媒体の記録ランキング集計等に提供することがあり、ラ
ンナーはこれを承諾するものとする。 

10. 主催者は個人情報の重要性を認識し、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等を遵守し、主催
者の個人情報保護方針に基づき、個人情報を取り扱う。 

11. 健康診断は行わない。各自の責任において健康に十分留意のうえ参加すること。競技中に発生した
事故等についての応急処措置は主催者で行うが、それ以後の責任は負わない。念のため健康保険証
を持参すること。なお、応急処置にあたっては、救命活動を最優先とするため、異性が対応する場
合がある。（AED の使用、胸骨圧迫等） 

12. 競技者がコース上等において映像や写真等を撮影することを認めない。大会の安全かつ円滑な運営
のため、大会会場・コース及びその周辺における「ドローン」などの無人航空機の持ち込み操縦・
飛行は禁止とする。また、主催者の許可なしに競技者や第三者が撮影したものを、ソーシャルネッ
トワーキングサービス等を含む商業利用（当該利用をする者が企業・団体・競技者本人・競技者以
外の個人であるか否かは問わない）をすることを禁止する。 

 
【プライバシーポリシーについて】 

主催者は、個人情報の重要性を認識し、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等を遵守して個人
情報を取り扱う。プライバシー保護にも配慮し、外部への流出を防ぐために適正な措置を講じる。主催
者は、個人情報について、当人から訂正や削除等の申し出があったときは速やかに対応する。 
 
1. 個人情報の取り扱い 

主催者は、大会に参加するランナー（申込者を含む）について以下の個人情報を扱う。 
（1）大会前に取得する個人情報 
 氏名、国籍、年齢、生年月日、性別、住所、電話番号（携帯番号を含む）、メールアドレス、アンケ

ートのデータ 
（2）大会後に取得する個人情報 
 走行記録、大会計測データ 

 
2. 個人情報の利用 

主催者は、ランナーへのサービス向上及び情報提供を目的に個人情報を利用する。 
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個人情報を利用する範囲は具体的に以下の通り。 
 
 大会参加の案内や記録・関連情報等の通知 
 医療救護や天災時の健康状況把握 
 次回大会の情報提供 
 主催者からの各種案内情報の送付（主催者の事業に係る各種案内情報を含む） 
 大会協賛・協力・関係団体からのサービス提供 
 ランキング等の記録発表 
 主催者及び日本陸上競技連盟もしくは委託先からの申込内容に関する確認連絡 
 プログラム・記録一覧表等の制作物や大会ホームページ等の作成 
 各種メディアへの情報提供 
 メディアによる事前取材の参考資料 
 有料写真サービスの案内情報送付 
 
3. 個人情報の第三者提供について 

主催者は、個人情報を業務委託先、大会関係者（日本陸上競技連盟等）、協賛企業（有料写真サービス
会社等）に提供することがある。この場合、主催者は個人情報の適切な保護や管理を徹底させる。 
 
【競技規約】 

競技規則、その他の法令及び公序良俗に反するような出走、及び次の 1 から 12 は認めない。主催者
がこれらに該当すると判断した場合は大会への参加を認めず、レース開始後に競技を中止させることが
ある。これに対する異議は一切認めない。 
 
1. 他のランナーを傷つけたり、転倒させたりする恐れがあるなど、他のランナーに対して危険と思わ

れる服装や携行品を身に着けたり、顔全体を覆うこと。 
2. 他のランナーや観戦者を不快にさせるなど、スポーツ大会にふさわしくない服装。 
3. 政治的、宗教上の主張を PR するものや広告宣伝等を目的とした服装。 
4. 大会主催者が認めていない個人の氏名、特定の地域・団体などを PR するものや広告宣伝等を目的

とした服装。 
5. 他のランナーがスタート合図を誤認し、大会運営に混乱を招くおそれのある物や他のランナーの妨

げになるような大音量を発生する器具の使用。 
6. スタートラインやフィニッシュライン付近ほか沿道各所での、踊り、演技、演奏や立ち止まるなど

の遅延行為。 
7. 募金、署名等を求めるもの。 
8. 競技中、コースの一部で一般の方の横断や緊急車両の走行をさせる場合があり、これを妨げようと

すること。 
9. 競技審判員の指示に従わず、競技進行を妨げること。 
10. 大会主催者が認めた伴走者以外の者を帯同すること。 

※ 盲導犬等帯同することを含む 
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11. 本大会で用意した場所以外での更衣及びトイレ以外で用を足すこと。 
12. その他、1～11 以外で主催者が競技にふさわしくないと判断したもの。 
 
【エントリー規約】 

各規約及び下記を遵守いただけない方は、落選対象、出走権取消し及び出走後の判明は失格とし、返
金もしない。また今後の本大会への出場はできない。 
 
1. 同一人物による重複申込みはできない。 
2. 氏名(本人確認ができる氏名)、生年月日、性別、国籍、居住地、記録等の虚偽申告は認めない。 
3. 日本陸上競技連盟登録競技者の方は、登録確認を行うので正確な登録情報を入力すること。登録内

容に問題がある場合のみ、登録されたメールアドレスもしくは電話番号宛に事務局から連絡する。
なお、登録情報の不備などにより確認が出来なかった場合は、日本陸上競技連盟登録競技者として
の出走はできない。 

4. 使用端末機、OS、ブラウザソフトによって申込みができない場合や、インターネット回線の不具合
などによる申込みの遅れについて、主催者は一切の責任を負わない。 

5. 登録されたメールアドレスの不備などによる通知不着・未着の確認は行わない。また、使用端末の
不具合(故障等)、メールの受信設定やセキュリティソフトに関する設定、メール一斉送信による不
着・未着及び登録されたメールアドレスの変更等により、主催者から配信するメールが受信できな
い場合があるが、それに伴い不利益が生じても主催者は一切の責任を負わない。 

6. 指定期日までに参加料等を支払わない場合は自動的にキャンセル(権利放棄)となり、出場できない。 
7. 申込者本人以外の出走（代理出走、権利譲渡）は認めない。大会当日に必ず本人がランナー受付を

行うこと。ランナー受付を行わない場合は出場できない。 
8. 自己都合によるスタート入場ゲート、スタートブロックの変更はできない。 
9. 大会中止の場合の参加料等については、中止までに要した経費等を差し引いた上で返金の有無及び

金額を決定する。 
10. 規約違反による出走権取消し及び自己都合による出場キャンセルの場合は、いかなる理由があって

も返金並びに次回以降の大会へ権利移行や優遇措置等を一切行わない。 
 


